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夏休みの体験をこれからの生活の糧に
校長　　西宮　良雄

44日間にわたった夏季休業が終わり、学校に再び活気が戻ってきました。児童の大きな事

故や病気の情報もなく、安全に過ごせたことが何よりもありがたく感じました。

夏休みに入る前に、児童には安全第一を旨として、長期休業にしかできないことにじっくり

取り組むチャンスであること、また家族との触れ合いが普段以上にできるときなので、これら

を生かして有意義にすごしてほしいと話しました。

親御さんの故郷への帰郷や家族旅行、あるいは体験型のイベントや習い事の夏季合宿への参

加など、様々な経験をしたことと思います。こうした経験を通して身につけたことを、これか

らの生活に生かしていってほしいと思います。

さて、夏季休業中に開催されたロンドンオリンピックでは、日本人選手の活躍に日本中が大

いに湧きました。また、様々なドラマもありました。

女子レスリングの小原日登美選手は、世界選手権で8回も優勝しながら、出場階級がオリン

ピックにはないため一度は引退をし、また、深刻な挫折を体験しましたが、その難局をご主人

と2人で乗り越え、見事、最初で最後の金メダルを獲得しました。

また、バトミントン女子シングルスの佐藤冴香選手は、1回戦で左膝の前十字靭帯などを損

傷して、試合途中で棄権を余儀なくされましたが、足を引きずりながら懸命にプレイする姿に、

会場から万雷の拍手が送られました。

こうした、実力を存分に発揮してメダルを獲得した選手ばかりでなく、懸命にプレイした選

手の姿に大いに勇気づけられ、また感動した大会でした。

選手村入村式で、大会組織委員長が、「皆さんは、ご自分の国での厳しい競争を勝ち抜いてこ

こに来ました。皆さんの一人一人がチャンピオンです」との歓迎の言葉を述べましたが、まさ

しくその通りであったと思います。

子供たちも、日本人選手の活躍に声援を送りながら、様々なことを感じたと思いますが、こ

れからの生活の糧にしていってほしい、と願っています。

ところで、夏季休業前の7月は、滋賀県大津市のいじめが原因と思われる中学2年生の自殺

の問題が大きく報道され、社会問題となりました。（自殺は昨年の10月に発生しました）

学校としては、こうした事件が特別なことではなく、いじめはどこの学校でも起こり得るこ

と、との危機感を持ち、全職員でこの危機意識を共有し、子供の様子を注意深く見守っていこ

うと共通理解しました。そして、子供のわずかな変化も見逃さず、友達関係などで困っている

ことがあれば、きめ細かに相談に乗り、より良い解決に導いていくという体制を取っています。

ご家庭でもお子さんとの温かなふれあいを基盤に、お子さんを見守っていただき、気になるこ

とがありましたら、遠慮なく学校にご相談下さい。



生活目標　「チャイムの合図を守りましょう」

あいさつ目標「『おはよう』は相手の目を見て元気よく」

保健目標「皮ふをきたえ、丈夫なからだをつくろう」

給食目標　「すききらいしないで食べましょう」

平成 2 4 年　 9 月行事予定

9／1 土 向山地区祭

2 日

3 月 給食始　　 委員会活動

4 火 安全指導日　 移動教室説明会 5 年

∂ 水

6 木 連合水泳記録会　 6 年

7 金 連合水泳記録会　 6 年 （予備日）

8 土 土曜授業日 （3 校時まで）　　 P T A 運営委員会

9 日

1 0 月 移動教室前日健康診断 6 年

1 1 火 岩井移動教室 6 年

1 2 水 岩井移動教室 6 年

1 3 木 ・岩井移動教室 6 年

1 4 金 岩井移動教室 6 年

1 5 土

1 6 日

1 7 月 敬老の日

1 8 火 避難訓練

1 9 水 校内研究授業 1 年 2 組　 計測 （1 ）

2 0 木 計測 （2 ）

2 1 金 計測 （3 ）

2 2 土 秋分の日

2 3 日

2 4 月 計測 （4 ）　 クラブ活動

2 5 火 学校公開日

2 6 水 学校公開日

2 7 木 計測 （5 ）

2 8 金 計測 （6 ）

2 9 土 風の子保育園運動会

3 0 日

※9月6日（木）の連合水泳記録会（6年生対象）の実施の可否

により、6日と予備日の7日（金）の授業時程が変更になりま
すので、学年便り等でご確認ください。

学校公開について

9月25日（火）　8：45～15：20

9月26日（水）　8：45～14：15

ご多用とは存じますが、お子さんの様

子をご覧いただき、ぜひ褒めてあげてく

ださい。受付は、昇降口です。名札を携

帯してください。

詳細につきましては、後日配布される

プリントをご覧ください。

学年の窓～2年生～

2年生は、7月に、給食で使用すると

うもろこしの皮むきのお手伝いをさせて

もらいました。

まず、栄養士の後藤さんが、とうもろ

こしのクイズをしてくれました。そして、

皮のむき方を教えてもらい、いよいよ子

供たちの出番です。

班の形になって、机に新聞紙を敷き、

教えてもらった通りに一枚一枚丁寧にむ

きました。そして、ひげをとり、最後に

柄の部分を折って、やっと一本が完成で

す。子供たちの顔は真剣そのもの。全部

むき終わったら、自分のむいたものを持

って、給食室の調理員さんに届けに行き

ました。

「がんばってむきました。」

「いつもおいしい給食をありがとうござ

います。」

そんな言葉を伝えながら、一人一人が手

渡しをして、とうもろこしの皮むき体験

は終了しました。

待ちに待った給食の時間。とうもろこ

しの食缶を開けてみると、

「いいにおい。」

「むいたときと色が違うね。」

など、嬉しそうな声が響きました。

この体験を通して、普段食べているも

のが、どのようにして自分の元に届いて

いるのか、少しですが知ることができま

した。食べ物を大切にする心は、実際に

育てたり、調理したりすることに携わっ

て、やっと育まれるのかもしれません。

1組担任

2組担任

2年生副担任

子

美

由

子

恵
貴
聡

浦
尾
浦

三
宮
三


